
    レクチャーコンサート

 江戸後期の庄内の文人文化
  金峯山空賢院の「蓮社」とその周辺

【日時】2025年9月13日（土）

　　　　15時30分〜17時頃

【場所】カフェ・パパラギ  

       徳島県三好郡東みよし町加茂1781

【司会】田中有紀（東京大学東洋文化研究所）

江戸時代後の庄内藩（山形県鶴岡市）には、七絃琴（古琴）を弾く武士が居た。

陶淵明の「飲酒」という詩の一節に『採菊東籬下 悠然見南山』というのがある。

故郷に帰り、自然と一体になって暮らす心境を詠んだものだ。詩中の「南山」と

は、中国江西省九江市の南にある名山「廬山」のことで、「金峯山」も鶴岡市の南

にあることから、中国の「廬山」にも例えられている。「金峯山」は、庄内の文人

文化の中心地だった。通寛上人が住んだ「空賢院」には庄内藩の文人達が集い、

まるで文芸サロンのような状況だったという。なぜ、江戸から遠く離れた奥州の

地に、文人文化が花開いたのか。その要因について考察する。


